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世帯

女性

男性

人口

令和７年（2025年） No.226

１ 
長島町長・年頭のごあいさつ

長島町議会議長・年頭のごあいさつ

もくじ

多彩な催しを盛大に～令和６年度長島フェスタ～

満開のツワブキが沿道に～第11回長島つわぶきウォーキン

グ～／サンセットの丘に建設予定のホテル着工延期

獅子島架橋基礎調査事業など２億５７８５万８千円追加～第４

回長島町議会定例会～／水道中の有機フッ素化合物

健康の基本はお口から～よい歯の表彰～／入札参加資格申

請を受け付けます

高齢者元気度アップ・ポイント事業～地域包括支援センター

だより～

だしを上手に活用しましょう／リユースの日開催／肉用牛ヘ

ルパーを募集します

税の申告はマイナポータルで便利に／町長動静

知っ得ボックス

まちの話題

地域おこし協力隊通信

長島文芸／町立図書館のおすすめ

ハッピースマイル～１歳おめでとう～／うぶ声・お悔やみ・お礼

／編集後記

［裏表紙］２月は猫の適正使用推進月間

 12月29日 （日） 11時31分

令和６年12月31日現在 ※（ ）は前月比

4,352 （+６）

（-１）

（-７）

（-８）

4,830
4,568
9,398

　茅屋地区の餅つきを撮
影しました。
　お正月に餅を食べる習
慣は、歯を固めて一年を
健康に過ごせますように
との願いを込めた歯がた
めの儀が由来との説もあ
ります。
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広報ながしま  2025年１月号  ｜  ４

多
彩
な
催
し
を
盛
大
に 

～
令
和
６
年
度
長
島
フ
ェ
ス
タ
～



５ ｜  広報ながしま  2025年１月号

　
令
和
６
年
度
長
島
フ
ェ
ス
タ
（
産

業
・
福
祉
・
健
康
ま
つ
り
）
が
12
月

１
日
、
町
文
化
ホ
ー
ル
と
Ｂ
＆
Ｇ
体

育
館
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ル
内
の
オ
ー
プ
ニ
オ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
野
田
郷
島
津
太
鼓

の
演
奏
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、

飯
田
満
穗
実
行
委
員
長
が
「
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
長
島
の
素
晴
ら
し
い

産
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
頂
き

た
い
。
た
く
さ
ん
の
催
し
を
準
備
し

て
い
る
の
で
、
楽
し
ん
で
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
健
康
な
歯
を

保
っ
た
か
た
の
よ
い
歯
の
表
彰
式
と

福
祉
従
事
者
の
功
績
を
た
た
え
る
町

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
式
、
タ

レ
ン
ト
の
野
口
た
く
お
さ
ん
に
よ
る

人
権
フ
ェ
ス
タ
講
演
会
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
屋
外
で
は
、
各
種
団
体
に
よ
る
屋

台
の
出
店
や
バ
レ
イ
シ
ョ
や
お
魚
抽

選
会
の
ほ
か
、
餅
つ
き
体
験
や
自
衛

隊
活
動
の
Ｐ
Ｒ
、
牛
肉
の
試
食
な
ど

が
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
、
３
㌔
の
バ
レ
イ
シ
ョ
を
当
て

た
谷
尾
凛り

お
ん苑
君（
４
歳
）は「
カ
レ
ー

に
し
て
食
べ
る
の
が
楽
し
み
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
体
育
館
内
で
は
、
農
産
物
の
即
売

会
や
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
が
行
わ

れ
、
来
場
者
は
景
品
や
農
産
物
を
手

に
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

多
彩
な
催
し
を
盛
大
に 

～
令
和
６
年
度
長
島
フ
ェ
ス
タ
～

あいさつするあいさつする
飯田実行委員長飯田実行委員長

たくさんの来場者でにぎわう会場たくさんの来場者でにぎわう会場

牛肉の試食をおいしそうに食べる牛肉の試食をおいしそうに食べる
子どもたち子どもたち

餅つきを楽しむ子どもたち餅つきを楽しむ子どもたち

自衛隊のトラックに試乗して敬礼自衛隊のトラックに試乗して敬礼

よい歯の表彰よい歯の表彰

バレイショ３㌔を当てた谷尾凛苑君（写真右）バレイショ３㌔を当てた谷尾凛苑君（写真右）

社会福祉協議会会長表彰式受賞者社会福祉協議会会長表彰式受賞者

野田郷島津太鼓の演奏野田郷島津太鼓の演奏

新鮮な野菜を買い求める来場者新鮮な野菜を買い求める来場者 野口さんの講話野口さんの講話



広報ながしま  2025年１月号  ｜　６  

満
開
の
ツ
ワ
ブ
キ
が
沿
道
に

　 
～
第
11
回
長
島
つ
わ
ぶ
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～

 

12
月
８
日
、
第
11
回
長
島
つ
わ
ぶ

き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
、
町

内
外
か
ら
約
５
５
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
町
総
合
町
民
体
育
館
を
発
着
点
と

し
た
、
赤
崎
橋
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ク

で
折
り
返
す
７
㌔
コ
ー
ス
と
川
床
ふ

れ
あ
い
の
郷
を
折
り
返
す
13
㌔
コ
ー

ス
で
、
参
加
者
は
、
恵
ま
れ
た
天
気

の
中
、
沿
道
に
咲
き
誇
る
ツ
ワ
ブ
キ

や
紅
葉
に
染
ま
る
木
々
を
眺
め
な
が

ら
歩
き
、心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
途
中
に
設
け
ら
れ
た
休
憩
所
で
は
、

蒸
か
し
イ
モ
や
ミ
カ
ン
が
準
備
さ
れ
、

参
加
者
ら
は
歩
い
た
疲
れ
を
癒
し

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
後
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
水

産
物
な
ど
長
島
の
特
産
物
が
当
た
る

抽
選
会
が
行
わ
れ
、
会
場
は
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
家
族
で
参
加
し
、
７
㌔
コ
ー
ス
を

歩
い
た
福
田
利
恵
さ
ん
（
出
水
市
・

85
歳
）
は
「
年
齢
的
に
歩
け
る
か
不

安
だ
っ
た
が
、
き
れ
い
に
手
入
れ
さ

れ
た
ツ
ワ
ブ
キ
と
美
し
い
海
を
見
な

が
ら
完
歩
で
き
た
。
休
憩
所
の
蒸
か

し
イ
モ
が
お
い
し
く
て
元
気
が
出

た
」
と
ツ
ワ
ブ
キ
に
囲
ま
れ
た
コ
ー

ス
に
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
に
建
設
予
定

 

　
　
　
　
の
ホ
テ
ル
着
工
延
期

　
合
同
会
社
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
・

ト
リ
ッ
プ
ベ
ー
ス
３
号
が
サ
ン
セ
ッ

ト
の
丘
で
計
画
し
て
い
る
ホ
テ
ル
建

設
事
業
は
、
同
社
か
ら
「
２
０
２
５

年
春
か
ら
着
工
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
建
設
資
材
な
ど
の
価
格
高
騰

の
影
響
を
受
け
、
着
工
時
期
を
延
期

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
と
し
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
や

関
係
者
の
か
た
に
新
た
な
観
光
拠
点

を
届
け
る
べ
く
、
同
社
に
対
し
、
早

期
着
工
を
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
地
方
創
生
課
地
方
創
生
係　
　

　
☎（
86
）１
１
０
１［
直
通
］

抽選で鯛が当たった福田さん（写真右）抽選で鯛が当たった福田さん（写真右）

つわぶきを眺めながらゴールを目指す参加者つわぶきを眺めながらゴールを目指す参加者

蒸かしイモとミカンで体力を回復蒸かしイモとミカンで体力を回復

号砲と共に元気よくスタート号砲と共に元気よくスタート

町自然休養村センター解体後のサンセットの丘周辺町自然休養村センター解体後のサンセットの丘周辺



７ ｜  広報ながしま  2025年１月号

　
令
和
６
年
第
４
回
長
島
町
議
会
定

例
会
が
12
月
６
日
か
ら
18
日
ま
で
の

13
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
獅
子

島
架
橋
基
礎
調
査
事
業
や
諸
浦

港
埠
頭
、
可
動
橋
応
急
工
事
な

ど
に
係
る
経
費
を
盛
り
込
ん
だ

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
案

（
２
億
５
７
８
５
万
８
千
円
追
加
、

総
額
１
３
０
億
１
３
４
１
万
８
千

円
）
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
手
数
料
条
例
や
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条
例
、
子

ど
も
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
、
地
域
防
災
計
画
の
修

正
、
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の

変
更
な
ど
を
含
む
27
議
案
と
諸
浦
港

埠
頭
可
動
橋
改
修
工
事
（
Ｒ
６
）
請

負
契
約
の
変
更
が
可
決
さ
れ
、
長
島

町
特
産
品
直
売
施
設
ポ
テ
ト
ハ
ウ
ス

望
陽
及
び
長
島
物
産
館
並
び
に
長
島

町
農
山
漁
村
体
験
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
追
加
さ
れ
た
予
算
の
主
な
も

の
を
紹
介
し
ま
す
。

獅
子
島
架
橋
基
礎
調
査
事
業
な
ど
に

　
　
　
２
億
５
７
８
５
万
８
千
円
追
加

                                                                                 
  　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
第
４
回
長
島
町
議
会
定
例
会
～

                                        令和６年度 12 月補正予算                          （単位：千円）

総務課 令和７年度消防団員新規入団予定者活動服等購入 2,968

企画財政課 乗合バス等運行事業 3,882

地方創生課 夢追いふるさと長島寄付事業 54,001

町民保健課 国民健康保険基金積立金 79,372

福祉事務所 保育所等給食支援事業 4,265

耕地林務課 台風10 号による農地、農業用施設などの災害復旧事業 82,300

建設課
獅子島架橋実現のための基礎調査事業 25,000

諸浦港埠頭可動橋応急工事など 17,426

学校教育課 新年度教科書改正による中学校教員用指導書などの購入 11,779

水
道
中
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

　
令
和
６
年
11
月
29
日
に
環
境
省
よ

り
公
表
さ
れ
た
、
水
道
水
に
お
い
て

人
体
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
有
機

フ
ッ
素
化
合
物(

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
｟
ピ
ー

フ
ァ
ス
｠)(

※
１)

の
調
査
結
果
で
、

本
町
は
、
１
㍑
あ
た
り
11
㌨
㌘
が
検

出
さ
れ
た
と
一
部
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
年
９
月
に
行
わ
れ
た

水
質
検
査
で
、
町
内
32
水
源
地
の
う

ち
、
一
部
の
水
源
地
か
ら
検
出
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
こ
の
数
値
は
、
国
が
人
の
健
康
に

悪
影
響
が
生
じ
な
い
と
定
め
る
１
㍑

あ
た
り
50
㌨
㌘(

※
２
）
を
大
き
く

下
回
っ
て
い
る
の
で
、
飲
料
水
と
し

て
安
心
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
か
ら

閲
覧
で
き
ま
す
。

※
１ 

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
、
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
の
う
ち
、
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
ア

ル
キ
ル
化
合
物
お
よ
び
ポ
リ
フ
ル
オ

ロ
ア
ル
キ
ル
化
合
物
の
総
称
で
す
。

１
万
種
類
以
上
の
物
質
が
あ
る
と
さ

れ
、
そ
の
中
で
も
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ

ク
タ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸(

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
｟

ピ
ー
フ
ォ
ス
｠）、
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ

ク
タ
ン
酸(

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
｟
ピ
ー
フ
ォ

ア
｠)

は
、
幅
広
い
用
途
で
使
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
物
質
は
、
難
分
解
性
や

高
蓄
積
性
、
長
距
離
移
動
性
と
い
う

性
質
が
あ
る
た
め
、
国
内
で
規
制
や

リ
ス
ク
管
理
に
関
す
る
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
２ 

体
重
50
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
人
が

一
生
涯
に
わ
た
っ
て
毎
日
２
リ
ッ
ト

ル
飲
用
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
濃
度

以
下
で
あ
れ
ば
人
の
健
康
に
悪
影
響

が
生
じ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
水
準
を

基
に
設
定
さ
れ
た
も
の
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
水
道
課
水
道
係　
　

　
☎（
86
）１
１
１
４［
直
通
］



広報ながしま  2025年１月号  ｜　８

健
康
の
基
本
は
お
口
か
ら
〜
よ
い
歯
の
表
彰
〜

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
保
健
予
防
係　
　

　
☎（
86
）１
１
５
７﹇
直
通
﹈

　
町
で
は
、
長
島
町
健
康
づ
く
り
計

画
で
、
町
に
住
む
全
て
の
ひ
と
が
一

人
ひ
と
り
健
康
で
い
き
い
き
と
生
涯

を
暮
ら
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
口
の
中
や
歯

の
健
康
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
関
心
が

も
て
る
よ
う
「
よ
い
歯
の
表
彰
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
４
つ
の
部
門
で
計
78

人
が
12
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
長
島

フ
ェ
ス
タ
の
会
場
で
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
掲
載
は
五
十
音
順
。
掲
載
に
同
意

さ
れ
た
か
た
の
み
を
掲
載（
敬
称
略
）

市
尾　
千
里

菅
牟
田

大
西　
恵
子

指
江

杉
本　
孝
志

小
浜

中
村　
　
満

福
ノ
浦

宮
山　
千
代

脇
崎

門
前　
寿
子

山
門
野

山
内　
達
也

西

山
﨑　
厚
子

福
ノ
浦

山
下　
富
子

母
良
木

横
道
た
か
子

蔵
之
元

〈
７
０
２
４
表
彰
者
〉

※
70
歳
以
上
、
80
未
満
で
自
分
の
歯

を
24
本
以
上
持
っ
て
い
る
人

〈
８
０
２
０
表
彰
者
〉

※
80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
を
20
本
以

上
持
っ
て
い
る
人

岩
永　
政
輝

唐
隈

大
戸
千
惠
子

市
来
崎

小
川　
尚
子

本
町

児
島　
薩
男

汐
見

児
島　
富
子

汐
見

児
玉　
國
盛

城
川
内

佐
藤
ア
ケ
ミ

蔵
之
元

濵
島　
吉
子

薄
井

浜　
　
洋
人

菅
牟
田

原
口　
哲
彌

小
坂

〈
１
０
０
２
８
達
成
者
〉

※
１
０
０
歳
で
自
分
の
歯
を
28
本

持
っ
て
い
る
人
を
紹
介
し
ま
す
。

立
山
シ
ズ
子

浦
底

〈
６
歳
む
し
歯
ゼ
ロ
表
彰
者
〉

※
就
学
児
健
診
で
む
し
歯
の
な
い
６
歳
児

赤
瀨　
菜
桜

指
江

荒
田　
願
道

幣
串

池
田　
優
希

川
床
下

池
元　
真
菜

片
側

井
手
陽
南
乃

萩
之
牟
礼

内
田　
陽
葵

母
良
木

大
堂　
　
稀

城
川
内

大
平　
侑
里

城
川
内

岡　
茉
里
枝

福
ノ
浦

小
田　
朱
莉

山
中

柏
木　
咲
良

川
床
上

河
野　
　
碧

田
尻

川
原　
慶
士

中
南

北
村　
海
光

山
門
野

小
牛
尾
蒼
生

城
川
内

郡
山　
太
馳

山
中

児
玉　
莉
歩

川
床
上

小
畑
倫
太
郎

片
側

小
林　
幸
生

幣
串

坂
本　
瑛
臣　

茅
屋

坂
本　
美
緒

茅
屋

田
上　
穂
佳

菅
牟
田

竹
田　
燈
昂

市
来
崎

建
山　
瑛
愛

山
中

埀
門　
結
依

田
尻

塚
原　
一
成

蔵
之
元

中
内
朔
太
郎

矢
堂

長
岡　
侑
奈

葛
輪

中　
　
琉
海

川
床
上

永
田　
湊
士

山
門
野

永
田
平
陽
海

山
門
野

中
村　
有
花

塩
追

浜　
　
陽
介

宮
ノ
浦

原
口　
千
誠

川
床
上

平
畠　
　
楓

伊
唐

平
畠　
　
遥

伊
唐

福
永　
瑛
伸

萩
之
牟
礼

福
山
芽
生
美

矢
堂

歩
田
凜
太
郎

西

前
田　
壮
汰

蔵
之
元

町
田　
東
磨

菅
牟
田

松
本　
翠

山
門
野

松
元　
莉
央

小
浜

道
添　
莉
叶

山
門
野

宮
路　
　
縁

菅
牟
田

宮
路　
紗
菜

矢
堂

邑
山
凜
乃
介

宮
ノ
浦

森
枝　
愛
心

葛
輪

山
口　
凌
央

馬
込

山
嵜　
蓮
叶

小
坂

山
下　
鈴
夏

菅
牟
田

山
下　
結
愛

薄
井

山
本　
灯
凌

薄
井

𠮷
武　
陽
翔

茅
屋

中　
　
琉
海

入
札
参
加
資
格
申
請

を
受
け
付
け
ま
す

　
町
で
は
、
令
和
７・
８
年
度
に
伴

う
入
札
参
加
資
格
申
請
を
次
の
期
間

で
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
請
書
な
ど
の
様
式
は
、
町
独
自

の
様
式
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
土
交
通

省
統
一
様
式
、
鹿
児
島
県
様
式
を
使

用
ま
た
は
準
じ
て
作
成
、
自
社
様
式

も
し
く
は
他
の
自
治
体
の
様
式
な
ど

で
も
可
能
で
す
。

〇
受
付
期
限

　
２
月
26
日
（
水
）

〇
申
請
方
法

　
持
参
ま
た
は
郵
送

〇
有
効
期
間

　
２
年
間

※
令
和
７
年
４
月
１
日
〜
令
和
９
年

３
月
31
日

　
詳
し
く
は
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
契
約
係　
　

　
☎（
86
）１
１
１
１﹇
直
通
﹈
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問
い
合
わ
せ
先

　
長
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎（
86)

０
１
９
０

　
役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係

　
☎（
86
）１
１
５
３﹇
直
通
﹈

高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

　
　
　
　
〜
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
〜

　
町
と
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高

齢
者
の
健
康
増
進
活
動
や
社
会
参
加

活
動
な
ど
を
促
進
す
る
た
め
に
、
個

人
を
対
象
と
し
た
「
高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業
」・「
介
護

人
材
確
保
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
と
、
グ

ル
ー
プ
を
対
象
と
し
た
「
高
齢
者
地

域
支
え
合
い
グ
ル
ー
プ
ポ
イ
ン
ト
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
２
月
末
ま
で
に
、
配
布

し
た
ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請
書
類
な
ど

に
記
入
し
、
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
（
個

人
）
や
活
動
実
績
表
（
グ
ル
ー
プ
）

を
添
付
し
て
、
長
島
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
期
日
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
請
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
期
日
内
の
申

請
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
不
明
な
点
は
同
協
議
会
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

　マス目にあるひらがなの中からことば
（野菜）を10 個さがしてください。
※たて・よこのつながりから言葉をみつけ
てください

う み ず な そ は り
ほ か ぼ ち ゃ く ち
う ず わ く だ さ い
れ に ら お い い め
ん か い く こ そ や
そ つ す ら ん き ま
う き ぱ せ り か い
ご ぼ う し し こ も

個人ポイント　
（上限）5,000 円／１人あたり

グループポイント　
（上限）60,000 円／１グループあたり

町に参加登録
をする

対象の活動
に参加する

ポイント
を貯める

地域商品券
などに交換

地 元 商店
でお買い物➡ ➡➡➡

①みずな　②やまいも　③ほうれんそう　④ぱせり　⑤はくさい
⑥にら　　⑦だいこん　⑧ごぼう　　　　⑨おくら　⑩かぼちゃ【答え】
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だ
し
を
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
で

は
、
12
月
１
日
に
行
わ
れ
た
長
島

フ
ェ
ス
タ
で
、
み
そ
汁
の
塩
分
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

み
そ
汁
を
飲
ん
で
も
ら
い
、
味

の
濃
淡
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
か

１
１
３
人
に
調
査
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・「
薄
い
」　　
８
人

・「
ふ
つ
う
」　
79
人

・「
濃
い
」　　
26
人

　
調
査
で
使
用
し
た
み
そ
汁
は
、
少

な
い
量
の
み
そ
で
も
味
覚
を
感
じ
や

す
い
よ
う
、
昆
布
と
か
つ
お
の
混
合

だ
し
を
使
用
し
、
香
り
高
く
調
理
し

ま
し
た
。

　
現
在
、
町
に
は
、
多
く
の
高
血
圧

の
か
た
が
い
ま
す
。
そ
の
原
因
の
ひ

と
つ
と
し
て
、「
塩
分
の
取
り
す
ぎ
」

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
だ
し
を
上
手
く
活
用
し
て
、
減
塩

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。　

問
い
合
わ
せ
先

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
事
務
局

　
（
役
場
町
民
保
健
課
内
）

　
☎（
86
）１
１
５
７﹇
直
通
﹈

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、　

ご
み
を
資
源
と
し
て
循
環
さ
せ
る
取
り

組
み
と
し
て
、リ
ユ
ー
ス
品
の
無
料
回

収
を
行
い
ま
す
。

　
回
収
し
た
リ
ユ
ー
ス
品
は
リ
サ
イ
ク

ル
祭
り
で
の
還
元
や
、
業
者
に
よ
り
国

内
外
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
北
薩
広
域
行
政
事
務
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ
ア
北
薩　
　

　
☎
０
９
９
６（
84
）４
１
１
１

〇
日
時

　
２
月
16
日
（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

〇
場
所

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ
ア
北
薩

（
野
田
町
上
名
６
４
９
９
番
地
９
）

〇
対
象
者

　
阿
久
根
市
、
出
水
市
、
長
島
町
在

住
の
か
た

〇
持
ち
込
め
る
も
の

　

食
器
・
家
具
・
工
具
・
家
電
・

ゲ
ー
ム
・
雑
貨
・
自
転
車
な
ど
の
リ

ユ
ー
ス
品
で
、
「
次
の
人
が
そ
の
ま

ま
使
え
て
、
使
う
の
に
不
自
由
し
な

い
も
の
」
を
対
象
と
し
ま
す
。

〇
持
ち
込
め
な
い
も
の

　
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
洗
濯
機
・
エ

ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど

は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。

〇
留
意
事
項

・
無
料
頒
布
な
ど
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

・
自
転
車
は
防
犯
登
録
の
抹
消
を
お

願
い
し
ま
す
。

リ
ユ
ー
ス
の
日
開
催

肉
用
牛
ヘ
ル
パ
ー
を
募
集
し
ま
す

　
出
水
地
域
肉
用
牛
作
業
受
託
組
合

で
は
、
次
の
内
容
で
、
肉
用
牛
ヘ
ル

パ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
経
験
や
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
。

　
詳
し
く
は
、
出
水
地
域
肉
用
牛
作

業
受
託
組
合
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

業務内容 　肉用牛への給餌・水やり作業などの軽作業

就業場所 　阿久根市・出水市・長島町のヘルパー利用組合員（17農場）の牛舎

試用期間 　あり （３ヵ月間）

勤務時間 　午前７時 30分～午後６時　のうち最大８時間 （農家による）

休日 　月６日，年末年始６日の休日を保証　（変則休で、有給あり）

賃金 　月給　２６万６千円～２８万円 （交通費含む）

その他 　普通自動車運転免許、自家用車を所有のかた

問
い
合
わ
せ
先

出
水
地
域
肉
用
牛
作
業
受
託
組
合

　
☎
０
８
０（
５
２
５
３
）３
３
７
５
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12
月︽
師
走
︾

１
日（
金
）

６
日（
金
）

８
日（
日
）

19
日（
木
）

20
日（
月
）

24
日（
火
）

25
日（
水
） 令

和
６
年
長
島
フ
ェ
ス
タ
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

〜
18
日
（
水
）

令
和
６
年
第
４
回
長
島
町
議
会
定
例
会
（
役
場
）

つ
わ
ぶ
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
（
町
総
合
町
民
体
育
館
）

県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

県
漁
港
漁
場
協
会
事
務
協
議
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
会
議
会
（
出
水
市
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
会
議
（
阿
久
根
市
）

税
の
申
告
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
便
利
に

　
令
和
６
年
分
の
所
得
税
な
ど
の
確

定
申
告
を
予
定
し
て
い
る
か
た
は
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
お
気
軽
に
「
ス

マ
ホ
申
告
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

  

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
源
泉
徴
収
票

や
医
療
費
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の

デ
ー
タ
を
取
得
す
る
と
確
定
申
告
書

に
自
動
入
力
と
自
動
計
算
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

〇
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
を
利
用
す

る
た
め
の
事
前
準
備

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド　

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
電

子
証
明
書
の
有
効
期
限
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
取
対
応

の
ス
マ
ホ
ま
た
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
パ
ス

ワ
ー
ド
２
つ

・
署
名
用
電
子
証
明
書
の
パ
ス
ワ
ー

ド
（
英
数
字
６
〜
16
文
字
）

・
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
パ

ス
ワ
ー
ド　
（
数
字
４
桁
）

※
パ
ス
ワ
ー
ド
を
忘
れ
た
場
合
や
ロ
ッ

ク
さ
れ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

書
か
な
い
確
定
申
告

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
編

税目 申告・納付期限 振替日

申告所得税 令和 7年 3月 17日（月） 令和 7年 4月 23日（水）

消費税および地方消費税 令和 7年 3月 31日（月） 令和 7年 4月 30日（水）

贈与税 令和 7年 3月 17日（月） ―

個人の確定申告および納付などの期限マイナポータルに関マイナポータルに関
する詳細は、次のする詳細は、次の
QR コードから閲覧QR コードから閲覧
できます。できます。

　
税
務
署
で
は
、
税
務
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
お
け
る
手
続
の
見
直
し
の

一
環
と
し
て
令
和
７
年
１
月
か
ら
申

告
書
な
ど
の
控
え
に
収
受
日
付
印
の

押
印
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
提
出

用
の
用
紙
の
み
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
詳
細
は
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧

で
き
ま
す
。

令
和
7
年
1
月
か
ら
の
申
告
書
の

控
え
へ
の
収
受
印
の
押
印
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令
和
６
年
度
長
島
町
職
員
採

用
試
験

　
町
で
は
、令
和
７
年
４
月
１
日
に
採
用
す

る
長
島
町
職
員
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

〇
募
集
職
種

　
一
般
事
務
職
お
よ
び
消
防
職

〇
受
験
資
格
年
齢

・
一
般
事
務
職　
49
歳
ま
で

・
消
防
職　
　
　
35
歳
ま
で

〇
募
集
期
限　
1
月
28
日（
火
）

〇
試
験
日　
　
２
月
９
日（
日
）

〇
応
募
用
紙
な
ど

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
総
務
課
、総
合

管
理
課
、県
電
子
申
請
共
同
運
営
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
申
請
）で
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
職
員
係

　
☎（
86
）１
１
１
１［
直
通
］

農
業
委
員
を
募
集

　
町
農
業
委
員
会
で
は
令
和
７
年
３
月
31
日

の
任
期
満
了
に
伴
い
、新
た
に
農
業
委
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

〇
農
業
委
員
の
主
な
業
務
内
容

・
農
地
の
権
利
移
動
や
転
用
に
係
る
審
査
や

許
認
可

・
農
地
利
用
の
最
適
化
活
動（
担
い
手
へ
の

農
地
の
集
積
と
集
約
や
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
、解
消
、違
反
転
用
の
監
視
業
務
な
ど
）

・
農
業
一
般
に
関
す
る
調
査
お
よ
び
農
業
者

な
ど
へ
の
情
報
の
提
供

　
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
募
集
期
限　
１
月
20
日（
月
）

〇
任
期

　
令
和
７
年
４
月
１
日
～
令
和
10
年
３
月
31
日

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎（
88
）５
６
７
４［
直
通
］

精
神
障
害
者
割
引
制
度
の
導
入

　
４
月
１
日
か
ら
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
で
精
神
障

害
者
割
引
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
割
引
を
受
け
る
た
め
に
は
、精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
に
第
１
種
精
神
障
害
者
ま
た

は
第
２
種
精
神
障
害
者
の
い
ず
れ
か
の
表
記

が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
割
引
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、Ｊ
Ｒ

窓
口
へ
直
接
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

〇
対
象
者

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持
者

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係

　
☎（
86
）１
１
４
６［
直
通
］

「
盛
り
土
」の
規
制
開
始

　
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
」

（
盛
土
規
制
法
）が
令
和
5
年
5
月
26
日
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、鹿
児
島

県
で
は
、令
和
7
年
5
月
1
日
に
県
内
全
域

（
鹿
児
島
市
を
除
く
）を
規
制
区
域
に
指
定

し
、盛
土
規
制
法
に
基
づ
く
規
制
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。

　
盛
土
規
制
法
の
概
要
や
規
制
区
域（
案
）な

ど
に
つ
い
て
は
、次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲

覧
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
土
木
部
建
築
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
６
９
５

　
役
場
建
設
課
建
築
係

　
☎（
86
）１
１
３
２［
直
通
］

建
築
基
準
法
に
伴
う
手
続
き

が
変
更
さ
れ
ま
す

　
「
建
築
基
準
法
」お
よ
び「
建
築
物
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法

律
」（
省
エ
ネ
法
）が
令
和
7
年
4
月
1
日
に

施
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、建
築
確
認
検
査
の
対
象

範
囲
や
省
エ
ネ
基
準
へ
の
適
合
の
義
務
付
け

な
ど
、新
築
建
築
物
に
係
る
手
続
き
が
変
更

さ
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
北
薩
地
域
振
興
局
土
木
建
築
課
建
築
係

　
☎
０
９
９
６（
25
）５
２
９
２

鹿
児
島
県
女
性
活
躍
推
進
宣

言
企
業

　
県
で
は
、女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
に
向
け
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た

取
り
組
み
を
宣
言
す
る
企
業
を「
鹿
児
島
県

女
性
活
躍
推
進
宣
言
企
業
」と
し
て
登
録
し
、

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
な
ど
を
活
用

し
て
、県
民
の
皆
様
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ

り
、女
性
活
躍
推
進
に
向
け
た
取
組
を
促
進

し
て
い
ま
す
。

　

宣
言
企
業
に
登
録
さ
れ
る
と
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
求
人
票
に
そ
の
旨
の
記
載
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　
宣
言
企
業
に
登
録
し
て
自
社
の
取
り
組
み

を
求
職
者
な
ど
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

〇
対
象　

　

県
内
に
本
社
ま
た
は
事
業
所
が
あ
る
企

業
、事
業
所
、法
人
、団
体
な
ど

〇
受
付　
随
時 

〇
申
し
込
み　

　
申
請
書
お
よ
び
調
査
票
を
提
出

〇
提
出
先　

　
県
男
女
共
同
参
画
室

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。(

「
鹿
児
島
県
女
性
活
躍
推
進
宣
言

企
業
」で
検
索)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
男
女
共
同
参
画
室

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
６
３
４

農
業
大
学
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、令
和
６
年
度
第

４
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま

す
。

〇
日
時

　

 

２
月
15
日（
土
）　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

〇
場
所

　
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校
キ
ャ
ン
パ
ス
内

　
日
置
市
吹
上
町
和
田
１
８
０
０
番
地

〇
目
的

　
農
業
に
興
味
や
関
心
を
持
つ
高
校
生
な
ど

を
対
象
に
、農
業
に
つ
い
て
の
認
識
や
専
門

的
に
学
べ
る
農
業
大
学
校
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

を
開
催
し
ま
す
。 

 

〇
対
象
者

  

農
業
や
本
校
に
関
心
が
あ
る
か
た
、本
校
へ

の
入
学
を
希
望
し
て
い
る
高
校
生
や
一
般
の

か
た
と
そ
の
保
護
者
な
ど　

〇
内
容

①
学
科
別
体
験
学
習

・
体
験
実
習
な
ど

・
学
生
と
語
ろ
う

②
学
部
別
、学
生
に
よ
る
教
育
内
容
紹
介

③
教
育
施
設
・
学
生
寮
見
学

④
農
大
概
要
お
よ
び
入
試
概
要
の
説
明

〇
参
加
費

　
６
５
０
円（
昼
食
代
）

※
前
泊
希
望
者
は
、１
泊
２
食（
夕
食
・
朝
食
）

２
１
５
０
円
＋
６
５
０
円
＝
２
８
０
０
円

〇
参
加
申
し
込
み

　
1
月
15
日（
水
）ま
で
に
参
加
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。(

「
鹿
児
島
農
大
」で
検
索)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
農
業
大
学
校
教
修
部
教
務
指
導
課

　
☎
０
９
９（
２
４
５
）１
０
７
１

就
職
氷
河
期
世
代
の
就
労
支
援

　
県
で
は
、就
職
氷
河
期
世
代
の
か
た（
お
お

む
ね
38
歳
か
ら
53
歳
）の
う
ち
長
期
無
業
状

態
の
か
た
を
対
象
と
し
た
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
対
象
者
の
家
族
や
関
係
者
の

か
た
な
ど
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お

り
、相
談
者
に
応
じ
た
就
労
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

〇
相
談
窓
口

①
35
支
援
室
・
鹿
児
島

　
☎
０
９
９(

２
６
９)

５
７
８
０

　
開
所
日　
月
～
土
曜
日（
祝
日
除
く
）

②
35
支
援
室
・
大
隅

　
☎
０
９
９
４(

37)

５
６
３
９

　
開
所
日　
火
・
金（
祝
日
除
く
）

〇
開
所
時
間

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
30
分

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
に
て

メ
ー
ル
相
談
受
付
可

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。(

「
就
職
氷
河
期
世
代
の
方
の
活
躍

支
援
に
つ
い
て
」で
検
索)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
雇
用
労
政
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
０
２
８

Ｄ
Ｖ
相
談
窓
口

　
県
で
は
、Ｄ
Ｖ
に
お
悩
み
の
か
た
に
と
っ

て
、よ
り
相
談
し
や
す
い
環
境
整
備
を
図
る
た

め
、年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
、匿
名
で
も
相
談

で
き
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ(

チ
ャ
ッ
ト)

に
よ
る
相
談
窓

口「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　
Ｙ
ｏ
ｕ
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　
Ｄ
Ｖ
や
夫
婦
、家
族
、パ
ー
ト
ナ
ー
の
こ
と

普
段
の
暮
ら
し
の
こ
と
な
ど
、一
人
で
悩
ま

ず
、相
談
く
だ
さ
い
。

〇
相
談
時
間

・
月
曜
日
の
正
午
～
午
後
5
時
、

・
土
曜
日
・
日
曜
日
の
午
後
5
時
～
午
後
10
時

〇
ア
ク
セ
ス
方
法

　

上
記
窓
口
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
、又
は
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友

だ
ち
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。(

「
Ｄ
Ｖ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
、相
談
」で
検
索)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
男
女
共
同
参
画
室

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
６
３
４

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
支
援

　
県
子
ど
も
政
策
課
で
は
、若
い
世
代
が
結

婚
や
妊
娠
・
出
産
に
子
育
て
と
仕
事
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
期
待
を

も
っ
て
積
極
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
考
え
る
動
画
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

県
出
身
の
人
気
歌
手
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
が
出
演
し
た
シ
ョ
ー
ト
ド
ラ
マ
風
の
動

画
で
す
。

　
県
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら｢

ラ
イ

フ
プ
ラ
ン｣

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
子
ど
も
政
策
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
８
０
０
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12
月
１
日
、川
床
中
学
校
（
西
元
ひ
と
み
校
長・

46
人
）
で
長
島
一
周
強
歩
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全

校
生
徒
が
起
伏
の
激
し
い
長
島
路
36
㌔
コ
ー
ス
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
直
後
は
、
元
気
に
歩
い
て
い
た
生
徒

も
終
盤
は
疲
労
が
た
ま
っ
た
様
子
で
し
た
が
、
お

互
い
に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
笑
顔
で
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
し
た
。

　
全
コ
ー
ス
を
走
り
抜
け
た
田
中
優ゆ
う
せ
い成
さ
ん
（
２

年
）
は
「
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
多
い
の
で
き
つ
か
っ

た
。
友
だ
ち
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら
完
走
す
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

川
床
中
学
校
強
歩
大
会

励
ま
し
合
い
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
す

　
12
月
３
日
、
ホ
タ
ル
の
里
周
辺
の
御
神
木
で
、

川
床
地
区
の
山
の
神
ま
つ
り
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
同
地
区
の
山
の
神
ま
つ
り
は
、
12
月
は
じ
め
の

申さ
る
か
丑う
し
の
日
に
行
わ
れ
、
言
い
伝
え
で
は
、
申
の

日
が
早
い
年
は
オ
ナ
キ
ザ
ル（
仰
ぐ
サ
ル
）と
い
っ

て
果
物
が
多
く
実
り
、
丑
の
日
が
早
い
年
は
ク
ル

ブ
キ
ウ
シ
（
う
つ
む
く
ウ
シ
）
と
い
っ
て
穀
物
が

豊
作
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
伝
統
を
承
継
す
る
石
原
凉
さ
ん
は
「
集
落
に
受

け
継
が
れ
る
神
事
や
行
事
な
ど
の
伝
統
を
次
の
世

代
に
残
し
て
い
き
た
い
」と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

川
床
地
区
山
の
神
ま
つ
り

伝
統
を
次
の
世
代
へ

　
11
月
23
日
、生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
を
町
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
し
、
約
１
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
生
涯
学
習
講
座
の
成
果
を
発
表
す
る

こ
と
で
豊
か
な
人
間
関
係
の
形
成
な
ど
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
開
会
式
で
は
、
田
淵
省
二
教
育
長
が

「
生
涯
学
習
は
、
試
行
錯
誤
の
挑
戦
か
ら
生
ま
れ

た
結
果
や
感
動
だ
と
思
っ
て
い
る
。
学
習
活
動
が

町
の
発
展
と
文
化
継
承
に
つ
な
が
る
こ
と
を
祈
念

す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
ふ
る
さ
と
歴
史
講
座
や
陶
芸
講
座

の
ほ
か
、
久
留
米
大
学
の
「
子
ど
も
た
ち
の
未
来

を
作
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
」
な
ど
の
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
開
催

挑
戦
か
ら
生
ま
れ
る
感
動
を
発
表

　
11
月
25
日
、
米
尾
誠せ
い
ご悟
さ
ん
（
城
川
内
小
５
年
）

が
第
27
回
「
木
の
あ
る
く
ら
し
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
カ
イ
コ
ウ
ズ
・
ク
ス
ノ

キ
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
田
淵
教
育
長
に
報
告
し

ま
し
た
。
作
文
の
タ
イ
ト
ル
は
「
じ
い
ち
ゃ
ん
の

牛
舎
」
で
、
内
容
は
自
宅
の
牛
舎
や
牛
の
飼
育
を

舞
台
に
家
族
と
の
思
い
出
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
誠
悟
さ
ん
は
「
作
文
は
、
牛
舎
を
建
て
た
じ
い

ち
ゃ
ん
と
の
思
い
出
を
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

振
り
返
り
な
が
ら
書
い
た
。
受
賞
で
き
て
と
て
も

嬉
し
い
。
家
族
や
親
せ
き
に
褒
め
ら
れ
た
」
と
受

賞
の
喜
び
と
作
文
へ
の
思
い
を
話
し
ま
し
た
。

「
木
の
あ
る
く
ら
し
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞

じ
い
ち
ゃ
ん
と
の
思
い
出
を
作
文
に
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12
月
４
日
、
長
島
中
学
校
（
副
田
明
彦
校
長
・

69
人
）
で
親
子
人
権
教
室
が
あ
り
、
認
知
症
キ
ャ

ラ
バ
ン
メ
イ
ト
（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
講
師
）
の
江
口
尚な

お
の
り紀
さ
ん
（
小
浜
）
を
迎
え
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
全
校
生
徒
と
そ

の
保
護
者
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、
発
症
の
仕
組
み
や
症
状
を
中
核
症

状
と
心
理
・
行
動
症
状
に
分
け
て
考
え
る
方
法
を

使
っ
た
患
者
へ
の
接
し
方
を
学
び
ま
し
た
。

　
濵
﨑
莉り

ほ帆
さ
ん
（
３
年
）
は
「
認
知
症
の
か
た

へ
接
し
方
を
考
え
、
や
さ
し
く
寄
り
添
え
る
よ
う

に
今
回
の
学
び
を
覚
え
て
お
き
た
い
」
と
振
り
返

り
ま
し
た
。

長
島
中
学
校
で
親
子
人
権
教
室

や
さ
し
く
寄
り
添
え
る
よ
う

　
12
月
10
日
、
出
水
市
の
マ
ル
マ
エ

ス
タ
ジ
ア
ム
出
水
周
辺
で
第
65
回
南

日
本
ロ
ー
ド
通
信
競
技
大
会
と
女

子
・
中
学
生
・
小
学
生
３
㌔
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
出
身
者
計
16
人
が
参
加
し
、

健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
大
会
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
高
校・一
般
は
20
位
ま
で
、
女
子・

中
学
生
・
小
学
生
は
10
位
ま
で
の
町

出
身
者
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第
65
回
南
日
本
ロ
ー
ド
通
信
競
技
大
会

選
手
の
今
後
の
力
走
に
期
待

平
尾
中
学
校
の
西
教
諭
、
優
秀
職
員
表
彰
受
賞

今
後
も
研
さ
ん
を
積
み
重
ね
て

　
12
月
４
日
、
平
尾
中
学
校
（
有
馬
賢
一
校
長
・

33
人
）
の
西
あ
か
り
教
諭
が
鹿
児
島
県
優
秀
教
職

員
表
彰
の
学
習
指
導
分
野
で
受
賞
し
た
こ
と
を
田

淵
教
育
長
に
報
告
し
ま
し
た
。
国
語
科
で
学
習
者

主
体
の
授
業
に
向
け
、
単
元
を
通
し
て
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
を
効
果
的
に
活
用
し
、
そ
の
実
践
が
県
作

成
の
「
学
び
の
羅
針
盤
」
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
学

力
向
上
へ
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ

れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
西
教
諭
は
「
皆
さ
ん
の
指
導
と
サ
ポ
ー
ト
の
お

か
げ
で
受
賞
で
き
た
。
今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
研
さ
ん
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
」
と
語
り

ま
し
た
。

（
高
校
・
一
般　
10
㌔
㍍
）

３
位　
山
下
真
太
郎
（
鹿
児
島
実
業
高
校
２
年
）　
32
分
00
秒

７
位　
田
ノ
上
尚
吾
（
長
島
町
役
場
）　　
　
　
　
32
分
11
秒

13
位　
樋
渡　
速
太
（
長
島
町
役
場
）　　
　
　
　
33
分
08
秒

14
位　
山
口　
健
伸
（
鶴
翔
高
校
１
年
）　　
　
　
33
分
13
秒

15
位　
白
濵　
聖
奏
（
鹿
児
島
実
業
高
校
２
年
）　
33
分
29
秒

18
位　
浦
底　
悠
伸
（
鶴
翔
高
校
２
年
）　　
　
　
33
分
43
秒

（
小
学
生
女
子　
３
㌔
㍍
）

４
位　
曲　
　
海
帆
（
平
尾
小
６
年
）　　
　
　
　
13
分
06
秒

（
小
学
生
男
子　
３
㌔
㍍
）

１
位　
石
丸　
謙
心
（
川
床
小
６
年
）　　
　
　
　
11
分
07
秒

３
位　
坂
元　
翔
和
（
鷹
巣
小
６
年
）　　
　
　
　
11
分
27
秒

４
位　
宮
瀬　
璃
空
（
平
尾
小
５
年
）　　
　
　
　
11
分
48
秒

８
位　
浦
底　
悠
悟
（
鷹
巣
小
５
年
）　　
　
　
　
12
分
18
秒　
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12
月
12
日
、
交
通
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、
阿

久
根
地
区
交
通
安
全
協
会
長
島
支
部
が
街
頭
指
導

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
「
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止

運
動
」
の
一
環
で
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
同
会
員
の
ほ
か
、
東
町
漁
協
の
職

員
な
ど
も
参
加
し
、
午
後
３
時
か
ら
赤
崎
橋
パ
ー

キ
ン
グ
パ
ー
ク
で
、
信
号
の
色
に
ち
な
ん
だ
三
色

餅
を
３
０
０
個
配
布
し
ま
し
た
。

　
夕
暮
れ
前
の
午
後
４
時
過
ぎ
に
は
、
交
通
安
全

へ
の
機
運
を
高
め
る
た
め
、
だ
ん
だ
ん
市
場
前
の

歩
道
に
立
ち
、
早
め
の
ラ
イ
ト
転
倒
や
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
全
席
着
用
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止

三
色
餅
で
交
通
安
全
を
Ｐ
Ｒ

　
12
月
15
日
、
町
民
総
合
体
育
館
で
お
宝
市
を
開

催
し
、
約
１
４
０
人
の
来
場
者
が
あ
り
、
５
６
９

点
の
リ
ユ
ー
ス
品
を
新
し
い
使
用
者
へ
引
き
継
ぎ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
11
月
３
日
に
開
催
し
た
リ
ユ
ー
ス
品

回
収
で
集
ま
っ
た
、
電
化
製
品
や
古
着
、
食
器
な

ど
を
来
場
者
に
無
料
で
配
布
し
ま
し
た
。

　
パ
ソ
コ
ン
机
や
鏡
を
受
け
取
っ
た
﨑
口
忍
さ
ん

（
出
水
市
）は「
欲
し
い
と
思
っ
て
い
た
物
が
あ
り
、

買
わ
ず
に
済
ん
で
良
か
っ
た
。
有
用
性
の
高
い
イ

ベ
ン
ト
で
助
か
る
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

長
島
町
お
宝
市
を
開
催

ま
だ
ま
だ
使
え
る
リ
ユ
ー
ス
品

　
12
月
９
日
、
鶴
翔
高
等
学
校
（
阿
久
根
市
）
ビ

ジ
ネ
ス
系
列
３
年
生
の
課
題
研
究
授
業
の
一
環
で

開
発
さ
れ
た
「
シ
ン
・
恐
竜
カ
レ
ー
」
の
試
食
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
レ
ー
は
、
獅
子
島
の
恐
竜
の
化
石
か
ら

ヒ
ン
ト
を
得
て
開
発
さ
れ
た
前
作
の
「
う
ま
か
サ

ウ
ル
ス
恐
竜
カ
レ
ー
」
を
引
き
継
ぎ
、
恐
竜
を
祖

先
に
持
つ
と
さ
れ
る
鶏
を
使
っ
た
チ
キ
ン
カ
レ
ー

で
、
手
羽
元
と
ウ
ズ
ラ
の
卵
が
入
っ
て
い
る
こ
と

が
特
徴
で
す
。

　
発
案
者
の
中
村
朱あ
か
り里
さ
ん(

３
年)

は
「
地
元

の
食
材
を
使
い
な
が
ら
味
に
も
こ
だ
わ
っ
た
カ

レ
ー
で
大
満
足
」
と
話
し
ま
し
た
。

鶴
翔
高
校
「
シ
ン
・
恐
竜
カ
レ
ー
」

挑
戦
か
ら
生
ま
れ
る
感
動
を
発
表

　
12
月
11
日
、
溝
口
琴こ

こ心
さ
ん
（
鷹
巣
小
４
年
）

が
第
27
回
鹿
児
島
県
小
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
川
添
町
長
と

田
淵
教
育
長
に
報
告
し
ま
し
た
。
作
文
の
タ
イ
ト

ル
は
「
わ
た
し
の
言
葉
の
引
き
出
し
」
で
、
自
身

の
経
験
と
母
の
言
葉
か
ら
、
友
だ
ち
と
の
違
い
を

悪
く
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
プ
ラ
ス
に
考
え
て
い

く
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
琴
心
さ
ん
は
「
家
族
や
担
任
の
先
生
に
相
談
し

て
考
え
尽
く
し
た
作
文
で
、
賞
を
取
れ
て
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
」
と
受
賞
の
喜
び
を
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。

第
27
回
鹿
児
島
県
小
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞
受
賞

母
に
教
わ
る
「
言
葉
の
引
き
出
し
」
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長
島
フ
ェ
ア
に
参
加
し
て
き
ま
し
た

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
松
本
弘
さ
ん
が
東
京

都
文
京
区
で
11
月
23
日
と
24
日
の
２
日
間
、
長

島
町
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
地
元
企
業
の
「
ね

づ
く
り
や
」
と
「
ケ
ア
ギ
ル
ド
」
が
開
催
し
た

長
島
フ
ェ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
ね
づ
く
り
や
」
は
地
域
に
根
ざ
し
た
飲
食

店
で「
ケ
ア
ギ
ル
ド
」は
介
護
職
の
紹
介
所
で
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
鰤
の
解
体
シ
ョ
ー
や
長
島

町
の
食
材
を
使
用
し
た
料
理
、
焼
酎
の
ほ
か
、

松
本
さ
ん
が
所
属
す
る
（
一
社
）
長
島
大
陸
ま

ち
デ
ザ
イ
ン
が
製
造
に
協
力
し
た
「
マ
ン
ダ
リ

ン
ス
ピ
リ
ッ
ツ
・
リ
キ
ュ
ー
ル
」
な
ど
が
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。　

　
今
回
松
本
さ
ん
は
、
本
町
産
の
食
材
や
商
品

の
調
達
と
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
観
光
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
実
施
。
参
加
し
た
関
東
在
住
者
や
長
島
町

出
身
者
、
北
薩
出
身
者
に
向
け
て
、
移
住
者
目

線
で
の
今
の
長
島
町
と
自
身
の
活
動
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。

　
松
本
さ
ん
は
「
町
で
開
催
さ
れ
た
Ｎ
／
Ｓ
高

校
宿
泊
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
関
わ
っ
た
ス
タ
ッ

フ
の
参
加
や
町
周
辺
の
出
身
者
な
ど
と
の
多
く

の
交
流
が
生
ま
れ
た
フ
ェ
ア
と
な
っ
た
。
開
催

場
所
が
東
京
大
学
の
近
く
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
に
理
解
や
関
心
が

高
い
か
た
も
多
く
参
加
し
て
い
た
。
こ
の
地
域

で
の
開
催
は
、
町
の
Ｐ
Ｒ
だ
け
で
な
く
、
私
自

身
の
活
動
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
有
効
で
は
な

い
か
と
感
じ
た
」
と
フ
ェ
ア
を
振
り
返
り
ま
し

た
。

町の魅力を説明町の魅力を説明

ブリカマの美味しさを PRブリカマの美味しさを PR

マンダリンスピリッツマンダリンスピリッツ

マンダリンスピリッツを説明マンダリンスピリッツを説明
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つかめ！理科ダマン⑦ わかったさんのスイートポテト

作／シン・テフン

おとなも知らない科学のひみつを
紹介します。

スイートポテトを食べたいぼっ
ちゃんのために、あちこち走りま
わることになった、わかったさん
ですが・・・

豌
豆
を
ち
ぎ
る
手
元
に
蟷と
う
ろ
う螂
が
枯
れ
葉
色
に
て
徐
お
も
む
ろに
逃
ぐ

湯
の
宿
の
窓
の
真
向
ひ
に
島
つ
な
ぐ
橋
の
電
飾
宙
に
き
ら
め
く

久
々
に
バ
ス
に
乗
り
ゐ
て
わ
が
島
を
し
み
じ
み
眺
む
遠
く
来
し
ご
と

妻
癒
ゆ
る
日
を
待
ち
望
む
返
り
花

見
付
か
り
し
母
の
手
紙
や
返
り
花

陶
器
市
め
ぐ
る
勤
労
感
謝
の
日

海
鳴
り
や
古
墳
の
丘
の
返
り
花

着
水
も
離
水
も
自
在
鴨
日
和

鶴
来
た
る
手
話
の
母
子
に
風
や
さ
し

帰
り
花
存
命
ひ
と
り
従
軍
碑

返
り
咲
く
八
重
の
桜
や
過
疎
の
村

立
冬
の
朝
日
の
温
も
り
通
学
路

元
気
よ
く
動
く
手
足
や
冬
用
意

散
歩
道
ス
マ
ホ
で
写
す
返
り
花

淵
脇
　
　
護

白
男
川
孝
仁

関
　
佳
代
美

山
嵜
加
代
子

迫
口
　
君
代

大
堂
　
早
苗

二
階
堂
妙
子

二
階
堂
恵
子

関
　
喜
久
雄

大
堂
　
正
弘

坂
口
　
　
子

小
林 

　
貢

小
林
如
月

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

町
田
末
則

母
木
良
平

川
島
輝
文

宗
方
正
喜

米
尾
和
子

坂
之
下
典
子

中
山
タ
マ
エ

六
度
目
の
新
年
祝
う
ス
リ
ラ
ン
カ
祖
国
に
向
か
い
深
く
一
礼

残
菊
も
万
両
並
ぶ
庭
隅
に
今
年
も
ヒ
タ
キ
帰
り
来
て
嬉
し

庭
中
の
松
の
葉
に
置
く
白
露
の
今
か
落
ち
ん
と
見
れ
ど
も
落
ち
づ

身
と
心
二
つ
に
在
り
て
一
つ
な
り
長
く
に
生
き
て
衰
ふ
も
良
し

此こ

れ
か
ら
は
動ど
う
な
る
の
か
な
分わ

か
ら
な
い
人に
ん
げ
ん間
心こ
こ
ろ
だ
直な
お
す
事こ
と
だ
よ

ひ
た
す
ら
に
円
錐
形
の
矜
持
あ
り
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
葉
は
落
ち
て
な
お

春
を
待
つ
門
松
作
り
な
が
め
お
り
心
穏
や
か
今
の
幸
せ

ひ
よ
が
な
く
え
さ
が
あ
る
あ
る
と
な
い
て
い
る

永井郁子／著	



編
集
後
記

▽
年
末
に
茅
屋
自
治
公
民

館
で
、餅
つ
き
が
あ
り
、表

紙
の
写
真
に
と
思
い
、
取

材
に
伺
い
ま
し
た
。
蒸せ
い
ろ篭

で
蒸
か
し
た
餅
米
を
杵き
ね
と

臼う
すで
突
く
昔
な
が
ら
の
方

法
で
皆
さ
ん
笑
顔
で
餅
つ

き
を
し
て
い
ま
し
た
。
地

元
の
か
た
の
お
声
か
け
で

私
も
杵
で
餅
を
つ
い
て
み

る
こ
と
に
…
結
構
な
重
労

働
で
し
た
が
、
あ
ま
り
機

会
の
な
い
こ
と
な
の
で
楽

し
か
っ
た
で
す
。大

西
洋
介
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個
人
情
報
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。



１月号
［No.226］

令和７年

2025年1月10日金曜日 発行

　２月は、猫の適正飼育月間で
す。猫の飼育ルールは次のとおり
です。詳しくは問い合わせくださ
い。

〇不妊・去勢をしましょう
　不幸な命を増やさないために不
妊・去勢手術をしましょう。不妊・
去勢手術は、病気の予防やマーキ
ング行為の減少にもなります。

〇室内で飼いましょう
　交通事故や病気などの危険から
守るため、室内で飼いましょう。環
境を整えてあげると室内でも十分
生活できます。ふん尿や菜園荒ら
しなど、周囲に迷惑をかけないよう
にしましょう。

〇所有者の明示をしましょう
　飼い猫だと分かるように、所有者
を明示しましょう。
　開いたドアや窓の隙間から脱走
したり、突然の災害で行方不明に
なることも考えられます。名前や
連絡先を書いた迷子札を首輪に付
け、マイクロチップを施すことで飼
い主の元に戻ることができます。

　問い合わせ先
出水保健所衛生係　☎０９９６ （62）１６３６
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
元
日
に
発
災
し
た
能
登
半

島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ
、
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
一
日
も

早
い
復
興
と
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
本
町

は
、
各
種
団
体
を
通
し
て
義
援
金
を

寄
附
し
、
石
川
県
金
沢
市
の
２
次
避

難
所
４
カ
所
に
炊
き
出
し
に
よ
る
支

援
活
動
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う

な
災
害
へ
の
危
機
感
を
持
ち
、
危
機

管
理
や
防
災
対
策
に
万
全
を
期
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。

　
私
は
、
終
始
一
貫
し
て
政
治
は
町

民
フ
ァ
ー
ス
ト
で
あ
る
べ
き
と
考
え

て
お
り
ま
す
。「
近
き
者
喜
び
、
遠

く
よ
り
来
る
」
と
い
う
言
葉
の
と
お

り
、
生
活
の
な
か
で
満
足
感
や
充
実

感
を
得
ら
れ
、
自
慢
に
思
う
ま
ち
づ

く
り
を
具
体
的
に
進
め
、
新
た
な
課

題
の
解
決
に
努
め
な
が
ら
、「
子
ど

も
に
は
『
夢
』」、「
働
く
人
々
に
は

『
活
力
』」、「
高
齢
者
や
社
会
的
弱
者

に
は
『
福
祉
の
充
実
』」
を
実
現
す

る
た
め
、
諸
方
へ
十
分
に
気
を
配
り
、

長
期
的
な
視
点
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
一
に
、
獅
子
島
架
橋
の
実
現
で

す
。
獅
子
島
一
周
町
道
の
整
備
と
し

て
、
社
会
資
本
整
備
事
業
と
漁
業
関

連
道
路
と
し
て
の
採
択
が
決
ま
り
、

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
令
和
４
年
度
に
離
島
振
興
法
が

改
正
さ
れ
て
、
離
島
に
お
け
る
「
架

橋
促
進
」
の
考
え
方
が
盛
り
込
ま
れ
、

獅
子
島
架
橋
の
実
現
に
向
け
た
大
き

な
第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
二
に
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た

取
り
組
み
で
す
。
公
的
施
設
の
電
力

の
確
保
や
東
町
漁
協
が
計
画
し
て
い

る
加
工
施
設
建
設
に
よ
る
海
外
販
路

拡
大
な
ど
、
太
陽
光
を
利
用
し
た
施

設
や
経
済
活
動
の
活
性
化
を
目
指
し
、

潮
流
を
利
用
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
も

研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
三
に
、
懸
案
事
項
の
解
決
に
取

り
組
み
、
結
果
を
出
す
こ
と
で
す
。

は
じ
め
に
、
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
活
性

化
対
策
で
す
。
官
民
に
よ
る
宿
泊
施

設
と
そ
の
周
辺
を
観
光
の
拠
点
と
な

る
よ
う
整
備
を
進
め
る
重
点
施
策
で

あ
り
ま
す
。
次
に
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
一
番
に
考
え
、
本
島
地

区
町
立
中
学
校
の
統
合
再
編
と
迅
速

な
施
設
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
１
校
に
統
合
再
編
す
る
た
め
、

住
民
説
明
会
も
開
催
し
、
多
様
な
ご

意
見
を
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
を
熟
慮
し
、
早
期
解
決
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

第
四
に
、
ぐ
る
っ
と
一
周
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
の
充
実
で
す
。
観
光
客

や
帰
省
客
か
ら
、「
沿
道
が
き
れ
い

だ
」
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
れ
は
、
ア
オ
モ
ジ
や
コ

バ
ノ
セ
ン
ナ
な
ど
の
長
島
ら
し
い
植

栽
で
、
お
金
の
か
か
ら
な
い
景
観
づ

く
り
を
展
開
・
継
続
す
る
こ
と
で
関

係
人
口
の
増
加
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

効
果
が
得
ら
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
事
業
を
徹
底
し
て
、
世
界

一
の
風
光
明
媚
な
街
道
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　
第
五
に
、
令
和
７
年
度
は
、
町
政

施
行
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
記

念
事
業
と
し
て
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
や

交
流
人
口
対
策
事
業
で
、
本
町
の
魅

力
を
内
外
に
発
信
す
る
と
共
に
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
感
謝
の
意
を
表
明
す

る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
も
皆
さ
ま
に
と
っ

て
素
晴
ら
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
町
議
会
の
運
営
に
深
い

ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
か
ら
５
年
前
に
発
生
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
、
現
在

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
の
取
り

扱
い
に
な
り
、
社
会
は
コ
ロ
ナ
以
前

の
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、「
花
フ
ェ
ス

タ
」
や
「
お
さ
か
な
祭
り
」
な
ど
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
多
く
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
感
染
対
策
に
は
十
分
留

意
し
、
更
な
る
交
流
人
口
の
増
加
と

経
済
回
復
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
外

で
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
や
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ

紛
争
が
激
化
、
長
期
化
し
て
お
り
、

世
界
各
国
の
緊
張
が
高
ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
国
内
で
は
、
昨
年
の
元
日
に
発
生

し
た
石
川
県
能
登
半
島
地
震
や
大
型

台
風
、
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ

り
、
日
本
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
出

る
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
一
方
、

大
リ
ー
グ
大
谷
翔
平
選
手
の
超
人
的

な
活
躍
は
、
歴
史
的
な
新
記
録
を
樹

立
し
、
チ
ー
ム
を
世
界
一
に
導
く
な

ど
、
世
界
中
の
野
球
フ
ァ
ン
を
驚
か

せ
、
魅
了
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
年
は
町
制
施
行
20
周
年

と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
新
た

な
ス
テ
ッ
プ
を
歩
ん
で
い
く
重
要
な

一
年
と
な
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
に
、
本
町
の
均
衡
あ

る
発
展
を
目
指
す
上
で
最
重
点
課

題
で
あ
る
獅
子
島
架
橋
の
実
現
に

向
け
て
、
国
の
離
島
振
興
法
の
改

正
を
好
機
と
捉
え
、「
待
ち
か
ら

攻
撃
」
へ
転
じ
る
た
め
、
夢
追
い

獅
子
島
架
橋
基
金
を
有
効
活
用
し

た
町
独
自
の
調
査
費
の
予
算
計
上

を
行
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
ま
す
（
12
月
議
会
、

調
査
費
議
決
）。

　
中
学
校
統
合
再
編
問
題
で
は
、
旧

両
町
（
長
島
町
・
東
町
）
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
陳
情
書
が
提
出
さ
て
い
る
ほ
か
、

各
地
域
の
住
民
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
で
多
く
の
住
民
の
皆
さ

ま
か
ら
、
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
長
島
町
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
本

年
も
特
別
委
員
会
を
継
続
し
、
子
ど

も
た
ち
の
教
育
を
第
一
に
考
え
た
議

論
を
重
ね
、
一
定
の
方
向
性
を
示
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
多
く
の
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
干
支
、

巳
年
は
変
化
や
転
換
が
起
こ
る
年

だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
本
町
が
こ

れ
ま
で
進
め
て
き
た
各
施
策
の
取

り
組
み
が
実
（
巳
）
を
結
び
、
町

民
に
笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

　
町
民
の
代
表
で
あ
る
町
議
会
と
し

ま
し
て
は
、
執
行
機
関
で
あ
る
町
と

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
主
役

は
町
民
の
皆
さ
ま
で
あ
る
こ
と
を
第

一
に
、
誰
一
人
取
り
残
さ
ず
、
多
く

の
困
難
を
乗
り
越
え
、
一
歩
ず
つ
確

実
に
前
進
で
き
る
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
今
後
も
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
今
後
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
町
議

会
へ
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
本
年
も
お
一
人
お
一
人
に
た
く

さ
ん
の
「
歓
喜
」
が
訪
れ
、
実
り
多

き
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

実を結ぶ一年に 魅力あるまちづくりを

長島町長　川添　健長島町議会議長　林　誠治
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当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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〇鷹巣診療所 86-0054
〇三慶医院 63-2333
〇内山病院 73-1551
〇福田クリニック 79-3775
□長島調剤薬局 64-5555
□タカラ調剤薬局 62-8813
□本町薬局 73-3233
□さくら薬局 63-7700
◇キッズクリニック 63-7707

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

　 　　

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ　　　　　　

（獅子島）
◎乳児健診

（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇平尾診療所 88-2595
〇平田整形外科クリニック 62-8801
〇しみずこども医院 68-0633
〇福田クリニック 79-3775
□ひまわり薬局 62-6070
□すくすく薬局 72-5010
◇しみずこども医院 68-0633

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
◎１歳６カ月健診　　　
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■燃やせるごみ（獅子島）

〇長島クリニック 88-6405
〇いまむらクリニック 73-1700
〇おかだクリニック 63-7011
〇福田クリニック 79-3775
□さすえ薬局 88-6011
□市民調剤薬局 68-0150
□出水マリンバ薬局 ６３-8601
◇にのみやこどもクリニック 62-0167

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）
◎母子相談（２カ月）◎母子相談（２カ月）
　　（　　（保健福祉センター））

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　
■燃やせるごみ・天ぷら油

（獅子島）

振替休日

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

〇林泌尿器科クリニック 64-8800
〇北国医院 72-0016
□マリン薬局 63-5002

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害　
　　　　　　　（獅子島）
◎幼児歯科検診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■燃やせるごみ（獅子島）

建国記念日

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇野田診療所 84-2023
〇鶴見医院 73-0553
□野田調剤薬局 84-2856

天皇誕生日

〇鷹巣診療所 86-0054
〇せき耳鼻咽喉科クリニック 64-1187
〇山田クリニック 72-0420
〇福田クリニック 79-3775
□長島調剤薬局 64-5555
□メープル薬局 62-9292
□よつば薬局 79-4331
□さくら薬局 63-7700
◇キッズクリニック 63-7707

祝日には、国旗を掲げましょう！
２月 11日は、建国記念日です。
建国をしのび、国を愛する心を養うことを趣旨としています。

２月 23日は、天皇誕生日です。
天皇の誕生日を祝うことを趣旨としています。
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